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有害渦鞭毛藻 Cochlodinium polykrikoides の日本沿岸域から単離された 

殺藻細菌に対する抵抗性 

 

渦鞭毛藻類Cochlodinium polykrikoides によって引き起こされる赤潮は、特に西日本沿岸域や韓国南部沿岸

域において長期化する傾向があり、養殖魚介類や天然魚を大量斃死させている。2000年に八代海における

C. polykrikoidesによる約40億円（約 USD 35 million）に及ぶ漁業被害、韓国では、1995年に760億ウォン

（USD 80 million）を超える漁業被害が報告されている。C. polykrikoides赤潮の直接的防除として粘土散布が、

日本や韓国を始め多くの国で行われているが、生態系への事後の悪影響などが不明である。一方で、自然

水中に生息し、素早く増殖でき、そして対象生物に対して特異性が高いウイルスや細菌類などの微生物を

利用する生物学的防除は、環境に優しい究極的な赤潮対策になる可能性がある。ここ20年の間に沿岸域か

ら、多数の殺藻細菌が発見、単離されている。本研究では、培養実験により、それらの殺藻細菌を利用し

たC. polykrikoides の増殖への影響を検証し、C. polykrikoidesの赤潮制御の可能性を検討した。 

実験に使用したC. polykrikoides は、改変SWM-3培地中で増殖させ、6株の細菌は細胞密度108 cells ml-1

に達するまで液体ペプトン培地にて25℃で3日間増殖させた。そして、殺藻細菌6株とC. polykrikoides 3株

をそれぞれ共培養し、増殖と死亡を蛍光光度計でモニターした。同時にラフィド藻Chattonella antiqua を殺

藻活性を確認する上のポジティブコントロールとし、ネガティブコントロールとして殺藻細菌の代わりに

滅菌海水を加えた。 

C. antique への殺藻効果は数日以内に明確に確認できたにもかかわらず、直接接触攻撃型のCytophaga 株

によるC. polykrikoides株に対する殺藻活性は一切観察出来なかった。Alteromonas 属とPseudoalteromonas属

の株に関しては、殺藻までに10日間以上の日数を要した。そしてC. polykrikoidesは、殺藻細菌（Cytophaga 

AA8-2）10６‐ 10７cells ml-1もの高密度の中で生残した。これは、二枚貝類を斃死させる渦鞭毛藻Hetorocapsa 

circularisquamaを殺藻するのに十分な量である。これらの結果は、C. polykrikoides は殺藻細菌に対する何ら

かの防御策を持つことを示唆する。C. polykrikoides は細胞表面上に a-Dマンノースを含んだ多糖の層を保

有し、それが殺藻細菌に対するバリアーの役割を果している可能性や、Cytophaga属のような直接攻撃型の

殺藻様式の細菌に対しては、C. polykrikoidesの混合栄養としての細菌捕食能力について考察する必要がある。

以上から、C. polykrikoidesは殺藻細菌に対する抵抗力を有しており、長期に及ぶ赤潮の形成能を持つと考え

られる。 
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